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ショートステイを利用する子どもは、いろんな背景

を持って我が家にやってきます。大人しい子もいれば、

元気いっぱいで部屋中を走り回る子。子どもながらに、

さまざまな苦しみを抱えながら、今を必死に生きてい

る子。

「こんなに近くに住んでいる子が、本当に大変な思い

を抱えて生きているんだ」

ショートステイ里親を始めていなければ、気づかな

かったようなことに、気づけるようになりました。実

際に子育てをしながら子どもショートステイを行って

いるので、子ども同士が仲良くすることもあれば、時

には、子ども同士が喧嘩することもあったり…。たま

に、喧嘩の仲裁に入ることもあります。

それでも、子どもが帰ったあとは「また、会いたい

ね！次もまたお泊まりをしにきてくれるかな？」と子

「ものを壊されたら、どうなると？」

「事情のあるお子さんを預かって、泊まらせると？」

そう思う人も多いと思います。始めるまでは色々と

心配することもあるかと思いますが、「案外どうにかな

るよ。なんとかなるよ。」って伝えたいです。

2週間くらい、長期でお預かりした赤ちゃんが、起き

ているのにちょっとだけ寝たふりをしていることがあ

りました。耐えきれなくなってしまったのか「ブーっ」

と吹いて笑い始めて、私と2人でゲラゲラ笑ったことも

あります。特別なことではなく、何気ないその一瞬で

したが、私は、今でも、その時のことを覚えていて、楽

しい思い出にもなっています。

大変だなと思う時もありますけど、お預かりして、何

日間かお母さんがホッとすることができるのであれば、

これほど有意義なことはありません。これからも「で

きる限り、続けていきたい」と思っています。

現在は月に1〜2回ほどのペースで受け入れています。

子どもを我が家に受け入れる際は、SOS子どもの村

のコーディネーターから子どもたちの特徴、特性、好

きな食べ物、嫌いな食べ物、アレルギーなどが引き継

がれます。ショートステイ中は、なるべく細かく子ど

もの様子を記録しています。

ショートステイ中は、自宅から学校や保育園に通う

子もいるので、その時々に合わせて対応しています。同

じ保育園に何度も行くことがあるので、保育園から「シ

ョートステイをしている澤さんね」という風に覚えて

もらえるようになりました。

気をつけていることは、子どもを受け入れた日の翌

日は、仕事の休みを取るようにしていることでしょう

か。夜泣きがずーっと続く子もいれば、夜、なかなか

寝れない子もいるので、その子のペースに合わせると

なると、翌日、何があるのか分からないこともありま

す。そのため、休みを取ると安心して子どもと向き合

うことができます。

家族みんなで協力しながら楽しく
受け入れる子どもショートステイ

何気ない1日を大切に
できる限り続けていきたい

どもと話すこともあります。夫も子どもの着替えを一

緒に手伝うなど、家族全員で協力し、子どもショート

ステイを楽しみながら生活しています。
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時間のかかった里親登録
忘れかけていた子育ての記憶を
初めての子どもショートステイで
思い出す瞬間も

純子さん　最初に里親登録をしようと思ったのは2019

年ごろでした。「みんなで里親プロジェクト」のチラシ

を見たのを機に「里親って!?カフェ」に参加し、その

後2日間みっちり児童相談所で研修を受けました。

2日間の座学研修を終えたあと、研修の一貫で福岡市

内の乳児院と、児童養護施設をそれぞれ見学しました。

その際、子どもたちが集団で生活を送っていたことに

大変驚きました。

「こんな可愛い子どもたちを手放さないといけないと

いうことは、本当によほどの事情があるのだろう」と

胸がしめつけられる思いがしました。そして、より里

親登録への意志が固まりました。

その後、新型コロナウイルスの流行など、さまざま

な事情が重なり、約3年ほど期間を要しましたが、2022

年にようやく登録が完了しました。

里親登録を完了した約半年後のある冬の日、SOS子

どもの村の担当者から「生後3ヶ月の赤ちゃんを1泊だ

け預かってもらえないか？」という打診がありました。

福岡市在住。3人の子育てを終えられた
60代のご夫婦。
ショートステイ里親をされています。夫
の一秀さんは保護司もされています。

柴戸 純子さん／一秀さん

みぞれ混じりのとても寒い日でしたが、子どものいる

ところまで迎えにいき、我が家で一晩、預かりました。

当時を振り返ると、子育てはずいぶん前に終えてい

ましたので、「赤ちゃん」と聞いた時に、「自分でも、本

当にできるのだろうか…」と戸惑いましたが、いざ赤

ちゃんが来てみたら、子育てをしていた時の記憶がみ

るみる蘇ってきました。

初めて子どもを受け入れたあの日のことは、今でも

忘れられません。

一秀さん　小さい女の子を二人、我が家で預かったこ

とがありました。母子家庭の子どもたちだと聞いてい

たので、家の中に男性がいること自体「不安に思わせ

てしまうのではないか…？」と感じていました。

私は子どもたちに配慮して、少し距離を取るように

家のべランダに座り一人で過ごしていました。しばら

くすると、子どもたちから近寄ってきて「おじちゃー

ん！」と背中に乗ってきたり、肘に寄りかかったりし

たので、驚いたのと同時に可愛らしく思いました。

Interview 02
里親の声
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「居てもいいんだ」
そう思ってもらえるために
特別なことではなく安心できる環境を

家族と楽しみにながら
「色々な経験」をさせてもらえる
子どもショートステイ

純子さん　最初のお預かりから間もなくして、2人目の

受け入れがありました。６歳の女の子です。その子を

受け入れた時には学びがありました。

預かった当日、どうしても外せない重要な地域の会

議が入ったため、ビデオを借りて2時間ほど、子どもに

観せたことがありました。その時はよかったのですが、

その後何回か我が家で預かることがあった際、その度

に「ビデオが観たい」と言うようになってしまい、と

ても困ったことがあります。「たとえ、私たち大人の都

合であったとしても、継続して出来ないことはしては

いけないんだ」ということを痛感しました。お預かり

する子どもたちは、何か特別なことをしてもらうため

に我が家に来ているわけではありません。2回、3回と

子どもたちを預かる回数を重ねていくなかで、さまざ

まなことに気がついていきました。

1日中パジャマのままで過ごす子が来た時もあります。

「そうか、休みの日はそうしてるんだね」と受け入れ、

そのままパジャマで過ごしてもらうこともありました。

例えばこちらが「歯を磨いてないかな？」と感じて

も、子どもが「歯を磨いた」と言えば、そうしたこと

にする。子どもが「嫌だなぁ」って思うことは言わな

い、しない。

「ここに居ていいんだ」子どもたちにとって、リラッ

クスして過ごせる環境を整えることが、大切なことな

のだと気がつきました。

純子さん　最初は、ケガをさせたらどうしよう、物を

壊されたらどうしよう？と心配になったこともありま

したが、今は「親戚の子どもが泊まりにきてくれた！」

と思って受け入れるように心がけています。

子どもを預かるとき、夜でも対応に困った時は、子

どもの村のスタッフに連絡ができ、話を聞いてもらい、

アドバイスをしていただけるので安心して預かること

ができています。

私が子育てをしていた頃は、夫の家族と同居してい

たので、大家族での生活でした。当時は、介護と育児

を同時にしていたこともあり、子育てを楽しめない時

期もありました。もっとたくさん子どもたちと触れ合

っておけばよかったと思う時があります。

でも今は、子どもを預かることで「色々と経験させ

てくれてありがとう！」と、こちらが感謝をしたくな

るほどです。それくらい夫と二人で楽しみながら、子

どもを受け入れています。
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福岡市在住、ネイリスト。ひとり親として、2人のお
子さんを育てながら、SOS子どもの村JAPANの「里
親ショートステイ」を定期的に利用されています。

あんなさん

利用者の声

Interview 03

急な出張を機に利用した
「子どもショートステイ」

去年の春頃から、「子どもショートステイ」を利用し

ています。キッカケは、どうしても外せない出張があ

り、当初は知り合いに預ける予定だったのが、事情が

あり預けられなくなってしまったことです。

「子ども、お泊まり、有料託児…。」そんなキーワー

ドで調べていたところ、SOS子どもの村JAPANの「子

どもショートステイ」のページを見つけ、区役所に出

向き、利用申し込みを行いました。

初めての利用は「子どもの村福岡」。預け先への不安

は感じませんでしたが、子どもの心配の方が大きかっ

たです。「お泊まりできるかな？」とか「子どもたちが

どうなるんだろう…」という不安が大きかったですね。

2回目、3回目は「子どもの村福岡」や、他の児童養

護施設を利用しましたが、4回目の利用の時は、どこも

満杯で空きがありませんでした。

「預けられるかな…。」少し不安を感じながらも、仕

事の合間を縫って区役所の担当者とやりとりをしてい

る時、「里親ショートステイ」のことを教えてもらい、

地域の里親さんに預けることを提案されました。

ネイリストという仕事柄、女性のお客様が多く、私

と同じひとり親の方にご来店いただくこともあります。

その時、子どもショートステイを利用していることを

お伝えすると「初めて知った」とか「自分も利用した

い」と仰る方もいらっしゃいます。

SOS子どもの村JAPANが運営している「里親ショ

ートステイ」のHPをみた時、「子育てに悩んでいる人

でも利用できる」と書いてあったことに驚きました。

子育てをしていると、誰でもいっぱいいっぱいにな

ってしまう瞬間ってあると思うんです。私自身も疲れ

てしまう時もあるので、平日の昼間だけでなく、土日

や夜間も泊りで預けることができ、本当に助かってい

るので、安心して使える制度だと実感しています。

どこにも預けられない状況で出会った
「里親ショートステイ」という選択肢

誰でも子育てに悩む時がある
しんどくなる前に気軽に頼れるように

実家も遠方にあり、なかなか頼ることも難しい。こ

のまま預けられなかったら、自分の仕事を断らなくて

はなりません。それが難しい状況だったので、里親シ

ョートステイの利用を決め、預かってもらいました。

「里親ショートステイ」は、子どもたちに合っている

ようで、ショートステイでの出来事を色々と話してく

れます。話を聴きくたび、里親さんたちには「本当に

ありがたいな…」と思っています。

その時の状況にもよるみたいですが、子どもを預け

る際に迎えにきてくださる里親さんもいらっしゃるの

で、実際にお会いして言葉を交わすことができること。

里親さんが子どもとともに寝食を一緒にするので、保

育園の「お泊まり保育」よりも心の距離が近い印象で

す。そこが安心して預けられる理由だと思っています。
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SOS 子どもの村 JAPAN 「みんなで里親プロジェクト」
コーディネーター：北島 純

「おおきくなったらかんごふさんになる！」保育園児
の私はいつも誰に聞かれてもこう言っていました。当時
看護婦をしていた母が迎えに来て、自転車の後ろに乗っ
て帰るときの母の病院の消毒のにおいが好きでした。一
番身近にいる人の影響は大きい…。しかし長期休みにな
ると美容室をしていた叔母の家に遊びに行くのですが、
カットされた髪の毛を掃いたりタオルを畳んだりしてい
るとお客さんから大いにほめられ、「大きくなったら美
容師さんもいいかも」と思ったものでした。また小学校
3年生で父の地元へ引っ越すことになり転校したときに
は、今までの貫禄のある先生から新任の若い先生になり、
私は急に活発になり学校が楽しくなりました。その先生
は、いつも何かするときにはまず子どもたちの意見を聞
いてから決めるので毎日わくわくしていたように思いま
す。先生になりたいとは思わなかったのですが、「こん
な大人っていいな」と思ったことを思い出しました。

その後も、いろんな大人に出会っていくのですがその
たびに影響を受け成長してきたように感じます。大人に
なればつきあう相手はある程度選択できるように思いま
すが、こどもはそうはいかないことが多いように感じま
す。大人となった今は、こどもにとってその時々で出会
う人が、なんらかの影響を及ぼすと思うと少しだけ緊張
してしまいます。

時を経て念願の看護師となった私の配属先は救命セン
ターでした。そこでもいろんな人々と出会っていきます。
大きな事故に遭い生死をさまよう人、借金苦やいろんな
悩みで人生に終止符を打つため自らの命を終わらせよう
とした人、妊婦から乳幼児、高齢者に働き盛りの成人、
病気や事故は年齢に関係なく突然やってきます。しかし、
その患者さんにも患者さんと呼ばれる前は当たり前の日
常があったのではないかと感じるようになってきました。
そして限られた期間だけでないその患者さん予備軍の生
活にも関わってみたいと考え、地域住民の健康や生活に
関わる保健師として仕事を始めました。そこには、一見

当たり前の生活をしていても健康上の困りごとをはじめ
とする様々な問題をかかえている人が多いことがわかり
ました。ただ実際に私に何かできるのかということにお
いては、そんなに多くのことはなく各関係機関と連携し
ていくことが主な役割でした。しかし、そこで出会う住
民の一人ひとりの長い人生の中の一コマに何らかの形で、
関わらせてもらうことには、以前感じた少しだけの緊張
感は持ち続けながら関わっていきました。

私は今までいろんな方と関わってきた中で、大事にし
ていることがあります。それはその人の背景を知ること
です。目の前にいる人が今までどんな時間をすごしてき
たか、また今何に不安を感じているのかも常に知ろうと
努力しています。といっても、私ができる事など微々た
るものでしかありません、もしかしたら何もないかもし
れません。

SOS子どもの村で取り組んでいる里親ショートステ
イでは、多くの親子に出会います。そんな中、いつも暖
かく子どもをあずかってくださる里親さんは強力な応援
団です。いろんな生活パターンのなか工夫して、親子が
少しでもいつもの生活ができるように協力してください
ます。人生の中で出会う人の数には、限りがあります。
まして子どもが子どもの期間に出会う人はもっと限りが
あります。そしてあまり選ぶ事はできません。子どもが
天真爛漫に当たり前の生活を送ることが当たり前になる
ために、一人でも多くの大人ができる事をできるときに
できるだけのことを少しでもできれば大きな力になると
思います。そしてその力が子どもやその親のできる事を
少しでも増やすことにつながるのではないでしょうか。
子どもの限られた出会う人の中に、私も入ることができ
たらうれしいなと思いながら毎日を過ごしています。

大きくなったら看護婦さんになる子
家

セン コラム
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SOS子どもの村は家庭で子どもが育つこと
を重視していますが、子どもの村福岡では、長
期委託の子どもだけではなく、ショートステ
イなど短期の場合でも家庭的な雰囲気を大事
にしながら子どもをお預かりしています。保
護者から離れた子どもの不安に寄り添い、個
別のニーズにできる限り応じながら受け入れ
ていくことが、保護者の安心にもつながって
いくと考えているからです。

この『子どもの「安心」を大切にするショ
ートステイ』のコツはショートステイ里親向
けに研修を行った際、児童養護施設での子ど
もの養育や一時保護などの短期預かりの経験
もあり、「子どもの村福岡」の育親として子ど
もたちを養育している松島が話した内容をも
とに作成しています。

さまざまなバックグラウンドを持つ、地域
の里親さんによる里親ショートステイでも、こ
こだけは共通に大切にしていきたいというポ
イントを『子どもの「安心」を大切にするシ
ョートステイ』のコツとしてまとめました。

たとえ短期間であっても、親と離れることは、子

どもにとっては恐怖や不安を感じる出来事です。

中には、かつて一時保護や施設入所を経験した子

もいるかもしれません。親が病気で入退院を繰り

返している子もいるかもしれません。「親が迎えに

来なかったらどうしよう」、「親がこのまま帰って

こなかったらどうしよう」、たとえ表情や言葉にし

ていなくても子どもたちが無意識に抱えている不

安に目を向け、寄り添う姿勢が大切です。

家族一人一人に自分の洋服やお箸があること、

食事の後に歯磨きをすること、毎日お風呂に入る

こと、布団の上で寝ること、一見当たり前と思え

ることも、家庭の文化やルールは様々で、当たり

前ではない生活習慣もたくさんあります。一方的

に里親家庭のやり方を伝えるのではなく、普段の

子どもがどんな生活をしているのか、子どもに尋

ねながら、子どもの習慣も尊重したうえで、里親

家庭のやり方を教えていくことが大切です。

みんなで里親プロジェクト リーダー 橋本愛美

子どもの「安心」を大切にするショートステイ

実際の『子どもの「安心」を大切にするショートステイ』については、
みんなで里親プロジェクト報告集2021に掲載しています。報告集には、
生活の場面での実践について具体的な対応方法についても掲載しており
ますので、ダウンロードしてご覧いただければと思います。

https://www.sosjapan.org/pdf/shotstay2021.pdf

親と離れる子どもの
不安に寄り添う

子どもの普段の暮らしを
尊重する

01

02
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ショートステイでやってくる子どもが特別なお

客様のように感じられ、色んな体験をさせてあげ

たい、子どもが喜ぶ食事をつくりたい、こんなお

土産を持たせたい…と、色々なことをしてあげた

くなるのはとても自然な感情です。しかし、子ど

もがその里親家庭での特別な経験を、日常の中で

親に求めるようになることが保護者の負担になっ

たり、子どもの要求がエスカレートしたりするこ

ともあるかもしれません。里親家庭のいつもの暮

らしを提供し、子どもが求めてきても、応えられ

ないことには「できない」と伝えることが必要な

時もあるでしょう。

不安でいっぱいかもしれない子どもを最初に自

宅に迎え入れる時には、笑顔で明るく迎え入れま

しょう。また、たとえ1回限りの利用になるとし

ても、たった1回のショートステイでの経験が、そ

の後の子どもを支える体験になる場合もあります。

帰りのお別れの時にも、「またいつでも来てね」と

いう気持ちを心の中で持ちながら送り出してあげ

てください。

緊張している子どもには、「頑張って無理しなく

ていいよ」「できなくてもいいよ」と言葉で伝えて

あげることも大切です。また、「どっちのお箸がい

い？」「どっちのオヤツが好き？」「（タオルを触っ

て）どっちが好き？」と選択肢を示してあげるこ

とで、子どもは自分の気持ちや考えを表現してい

いと感じられ、自分で選べることは安心感にもつ

ながります。

子どもの心のスペースには少しずつ入れてもら

いましょう。子どもはスキンシップをどのように

感じますか？急に頭や体を触られることを嫌がっ

ていませんか？質問ばかりしていませんか？子ど

もに受け入れてもらうためにも、子どもたちのペ

ースや子どもが心地よいと感じる距離感を大切に

しましょう。

どうしてもショートステイなどの子育て支援のサー
ビスは「親の事情」で利用する場合が多く、子どもへ
の視点がこぼれ落ちてしまいがちです。しかし、私た
ちはSOS子どもの村JAPANが大切にしている「子ど
もを中心に」考えながら、ショートステイの受入を行
っています。

必要以上に
サービスしない

最初と最後は
大切に

子どもが
選択できるものを準備する

子どものペースで、心の
スペースに入らせてもらう03

06

04

05

ありがたいことに現在では、43世帯の里親さんと協
働することができ、地域の方々に支えていただきなが
ら、この事業を進めることができています。子どもも
親も“安心”してショートステイを利用しながら、地域
の中で家族が暮らし続けることができる環境をつくっ
ていきたいと思います。
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